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私
は
、
こ
の
４
年
間
「
議

員
・
議
会
の
存
在
意
義
と
は

何
か
。」、
同
時
に
、「
行
政
の

究
極
的
責
任
は
ど
こ
に
あ
る

か
」、
に
つ
い
て
追
及
し
て
き

た
。
特
に
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
場
所
や
小
中
学
校

統
合
問
題
に
つ
い
て
は
、
市

長
の
政
治
責
任
を
明
確
に
し

た
上
で
、
行
田
市
民
に
無
用

な
心
配
と
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
お
け
る
政
治
責
任
は
ど
こ

に
あ
る
か
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

市
長
に
あ
る
。

　
　

２
月
14
日
、
組
合
議
会

の
閉
会
後
、
施
設
の
稼
働
が

１
年
延
期
と
な
る
と
突
然
伝

え
ら
れ
た
。
市
長
は
い
つ
か

ら
知
っ
て
い
た
の
か
。

　
　

１
月
16
日
に
報
告
が
あ

っ
た
。
適
切
に
対
応
す
る
よ

う
事
務
局
へ
指
示
し
た
。

　
　

な
ぜ
議
会
開
会
中
に
発

表
せ
ず
、
事
後
報
告
に
し
た

の
か
。
稼
働
延
期
に
よ
る
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
無
い
か
。

　

液
体
ミ
ル
ク
は
成
分
が
母

乳
に
近
く
、
吸
い
口
を
装
着

す
れ
ば
す
ぐ
に
飲
む
こ
と
が

で
き
る
。
夜
間
や
外
出
時
の

授
乳
の
ほ
か
、
水
や
燃
料
が

確
保
で
き
な
い
災
害
時
に
も

使
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な

利
点
で
あ
る
。

　

ま
た
使
い
捨
て
哺
乳
ボ
ト

ル
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

消
毒
済
み
の
た
め
、
安
心
し

て
授
乳
が
で
き
る
と
し
て
防

災
用
の
備
蓄
が
進
ん
で
い
る
。

　
　

粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
状
況

と
、
液
体
ミ
ル
ク
や
使
い
捨

て
哺
乳
ボ
ト
ル
の
備
蓄
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
粉
ミ
ル
ク

と
使
い
捨
て
哺
乳
瓶
を
順
次

整
備
す
る
。
ま
た
、
液
体
ミ

ル
ク
に
つ
い
て
は
備
蓄
物
資

と
し
て
の
有
益
性
を
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

　
　

ど
こ
に
、
ど
の
く
ら
い

整
備
さ
れ
る
の
か
。

　
　

指
定
避
難
所
で
あ
る
小
・

中
学
校
24
校
の
う
ち
半
数
の

12
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
粉
ミ
ル

　
　

も
の
つ
く
り
大
学
の
学

生
は
、
２
年
生
に
な
る
と
寮

を
出
な
く
て
は
な
ら
ず
鴻
巣

市
に
居
住
し
て
い
る
と
聞
く
。

学
生
に
本
市
に
住
ん
で
も
ら

う
た
め
、
ま
た
空
き
家
対
策

と
し
て
、
空
き
家
を
学
生
用

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

学
生
が
市
内
に
居
住
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化

や
空
き
家
対
策
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
、
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
民
間
賃
貸
物
件
と
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
や
公
平
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
協
定
不
動
産
団
体

や
空
き
家
所
有
者
に
働
き
か

け
る
な
ど
、
総
合
的
な
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
公
共
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

災
害
時
対
策

　
　

大
規
模
地
震
発
生
時
な

ど
、
建
物
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

内
に
長
時
間
閉
じ
込
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
市
民
の

安
心
安
全
の
た
め
、
公
共
施

　
　

影
響
が
出
な
い
よ
う
現

行
施
設
の
適
切
な
維
持
を
組

合
に
要
請
し
て
い
く
。

　
　
「
処
理
場
が
鴻
巣
に
行

く
の
は
反
対
だ
。
ま
し
て
15

億
円
も
の
温
浴
施
設
の
建
設

に
行
田
の
税
金
を
使
う
な
ん

て
と
ん
で
も
な
い
」、
と
い
う

声
ば
か
り
聞
く
が
、
市
長
は

そ
う
い
う
声
を
聞
か
な
い
か
。

　
　

行
田
か
ら
施
設
が
な
く

な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
聞

く
。
１
日
４
、５
０
０
台
の

車
が
往
復
す
る
た
め
、
安
心
・

安
全
を
考
え
れ
ば
本
市
に
建

設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

市
長
独
走
で
決
め
て
い

る
印
象
だ
が
、
市
民
の
意
見

は
聞
い
て
い
る
か
。

　
　

議
会
の
承
認
を
得
て
進

め
て
い
る
。

　
　

議
会
で
は
三
市
共
同
で

進
め
る
こ
と
は
承
認
し
た
が
、

建
設
地
を
鴻
巣
と
す
る
こ
と

は
承
認
し
て
い
な
い
。

　
　

建
設
地
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
に
議
会
に
説
明
し
た
。

ク
４
缶
、
哺
乳
瓶
25
個
を
備

蓄
し
て
い
く
。
残
る
12
校
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
の
配
備

を
考
え
て
い
る
。

　
　

今
春
か
ら
液
体
ミ
ル
ク

の
流
通
が
始
ま
る
。
今
後
、

粉
ミ
ル
ク
と
併
用
し
備
蓄
の

充
実
を
図
る
考
え
は
。

　
　

粉
ミ
ル
ク
と
比
べ
利
便

性
が
高
い
と
認
識
を
し
て
い

る
。
今
後
、
全
国
的
な
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
に
つ
い
て

　
　

厚
生
労
働
省
は
、
今
年

３
月
ま
で
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

５
年
間
の
延
長
を
決
め
た
が
、

新
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

　
　

新
た
に
65
歳
に
な
る
方

全
員
及
び
70
歳
か
ら
１
０
０

歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
年
齢

に
達
す
る
方
で
、
前
回
の
経

過
措
置
の
時
に
接
種
し
て
い

な
い
方
に
対
し
、
受
診
券
を

個
別
送
付
す
る
と
と
も
に
、

市
報
で
周
知
を
行
う
。

設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
、
平

常
時
は
椅
子
と
し
て
、
災
害

時
は
簡
易
ト
イ
レ
と
し
て
使

用
で
き
る
、
電
灯
や
水
な
ど

を
備
え
た
防
災
椅
子
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

昨
年
発
生
し
た
大
阪
府

北
部
地
震
で
も
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
に
人
が
閉
じ
込
め
ら

れ
る
事
案
が
発
生
し
た
た
め
、

椅
子
型
の
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
こ
と
は
万
が

一
の
備
え
と
し
て
大
変
有
効

で
あ
る
。
今
後
、
施
設
ご
と

に
必
要
性
を
判
断
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
市
内
循
環
バ
ス
、
バ
ス
停

椅
子
の
設
置

○
学
校
屋
外
ト
イ
レ
の
改
修

○
学
童
の
休
日
の
見
直
し

○
観
光
協
会
の
民
営
化

市長の政治責任

災害時備蓄品

空 き 家 対 策

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
や
学
校

統
合
問
題
へ
の
姿
勢

液
体
ミ
ル
ク
と
使
い
捨
て
哺
乳

ボ
ト
ル
に
つ
い
て

も
の
つ
く
り
大
学
学
生
用

　
　
　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
活
用

細
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子

（
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）
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